
２００８年１１月２１日 

日 本 銀 行 

当面の金融政策運営について 

１．日本銀行は、本日、政策委員会・金融政策決定会合において、次回金融政策決定会

合までの金融市場調節方針を、以下のとおりとすることを決定した（全員一致（注））。 

無担保コールレート（オーバーナイト物）を、０．３％前後で推移するよう促す。 

２．わが国の景気は、既往のエネルギー・原材料価格高の影響や輸出の減少などから停

滞色が強まっており、当面、こうした状態が続く可能性が高い。物価面では、消費者

物価（除く生鮮食品）の前年比は、足もと＋２％台半ばとなっているが、石油製品価

格の下落や食料品価格の落ち着きを反映して、低下していくと予想される。先行きに

ついては、わが国経済は、やや長い目でみれば、物価安定のもとでの持続的な成長経

路に復していく可能性が相対的に高いと判断される。ただし、こうした見通しに関す

る不確実性は高く、世界経済の減速や国際金融資本市場の動揺を踏まえると、回復へ

の条件が整うには、相応の時間を要するとみられる。 

３．リスク要因をみると、米欧の金融情勢や世界経済の動向次第では、わが国の景気が

更に下振れるリスクがあることに注意する必要がある。また、金融機関の貸出姿勢や

社債・ＣＰ市場の動向など金融環境が一層厳しさを増す場合には、金融面から実体経

済への下押し圧力が高まる可能性がある。物価面では、上振れリスクは以前と比べ小

さくなっている一方、景気の下振れリスクが顕在化した場合や国際商品市況が更に下

落した場合には、物価上昇率が一段と低下する可能性もある。 

４．日本銀行としては、経済・物価の見通しとその蓋然性、上下両方向のリスク要因を

丹念に点検しながら、適切に金融政策運営を行っていく。また、国際金融資本市場の

動向を注視しつつ、年末、年度末に向けた積極的な資金供給など、適切な金融調節の

実施を通じて、引き続き、金融市場の安定確保に努めていく方針である。 

 また、上記の金融環境を踏まえ、企業金融の円滑化に資する観点から、当面、ＣＰ

現先オペを一層活用していく。さらに、同様の観点から、民間企業債務の適格担保と

しての取扱いや民間企業債務を担保とする資金供給面の工夫について速やかに検討を

行い、その結果を決定会合に報告するよう、議長より執行部に対し、指示がなされた。 

以   上 

                                                  
（注）賛成：白川委員、山口委員、西村委員、須田委員、水野委員、野田委員、中村委員、亀崎委員。 

反対：なし。 



（参考） 

 

・開催時間――11 月 20 日（木）14:00～16:33 

11 月 21 日（金） 9:00～12:29 

 

・出席委員――議長 白川 方明  （総裁） 

 

山口 秀  （副総裁） 

 

西村 淸彦  （副総裁） 

 

須田 美矢子（審議委員） 

 

水野 温氏  （  〃  ） 

 

野田 忠男  （  〃  ） 

 

中村 清次   (  〃  ） 

 

亀崎 英敏  （  〃  ） 

 

 

  上記のほか、 

 11 月 20 日 

    川北 力 財務省大臣官房総括審議官（14:00～16:33） 

    藤岡文七 内閣府審議官（14:00～16:33） 

 

 11 月 21 日 

    竹下 亘 財務副大臣（9:00～12:16、12:22～12:29） 

    藤岡文七 内閣府審議官（9:00～12:16、12:22～12:29） 

 が出席。 

 

・金融経済月報の公表日時――11 月 25 日（火）14:00 

 

・議事要旨の公表日時――12 月 25 日（木）8:50 

以  上 


